



























拙著です。青年誌で青筋立てたギャグをやるとどうなるか、という誰もやらない（ ってもいいことないから 実験の結果が本書 やっぱり いことありませんでした。２『黒蜥蜴』 （江戸川乱歩推理文庫
16、






















歌詞と旋律に負うところが大きい。本書は昭和三十年代から四十年代にかけての歌謡曲をテキストにした大衆文化論として異色の読み物であろう。高度成長と もに変容する「故郷（ふるさと） 」 対極 位置 「東京 みやこ） 」の生活空間が人間 意識にもたらす光と影 微妙な交差を歌謡曲の歌詞と旋律の分析によって読み解いた名著である。２「陰獣」 （ 『江戸川乱歩全集』３、光文社文庫、二〇〇五年）　
もともと横溝正史の「呪いの塔」 （一























い大衆小説作家の主要作品を読める。全三十巻と資料篇一巻というボリュームだが、各 に収録されている作家の著作年譜の詳細さ は目を引かれ 。作家によってはこの年譜がその後の全集でも引用され おり、非常に参考になる資料大系である。『大衆文学の歴史』尾崎秀樹（講談社、一九八九年）　
大衆文学研究の先駆者である尾崎秀































第一話「赦免花は散った」以降タイトルのうまさが光る。天保の大飢饉を背景として各地を巡る街道描写、 立回りに社会の制度や情勢を折り込み 謎解きミステリとしても堪能できる。２「押絵と旅する男」 （ 『江戸川乱歩全集』５、光文社文庫、二〇〇四年）　
やはりこれを外すわけにはいかない
だろう。七十年代末から連綿 書き継がれるトラベルミステリの嚆矢としての側面も見逃せず、読む者の旅情を誘わずにはおかない 京極夏彦『魍魎の匣』は本作を極大化したリスペクト。「お勢登場」 （ 『江戸川乱歩全集』３、
光文社文庫、二〇〇五年）　
閉所への畏怖を扱った作品からこれ















が憧れたＴＶドラマのアメリカ家庭がそのまま描かれているばかりか、ハロウィンなど、当時の日本人にはなじみのうすい文化を翻訳する苦労の痕跡もうかがえ、アメリカ文化受容の歴史を知る えでも興味深い。グッピーが大量にふえることを、このシリーズから学んだ。２「芋虫」 （ 『江戸川乱歩全集』３、光文社文庫、二〇〇五年）　
印象というならこれが断トツでショ









店で出会った。 『平凡』に着眼する契機となった、私にとって思い出深い本である。 『平凡』のみならず 週刊平凡』 『平凡パンチ』 『ａｎａｎ 『ＰＯＰＥＹＥ』と、戦後の大衆文化・若者文化における重要な雑誌を創刊し続けた経緯が記録されている。『週刊誌――その新しい知識形態 週刊誌研究会編（三一書房、 一九五八年）　
敗戦後の放送文化などが育てた 「週」














ように記されている。 「この「影男」は筋に一貫性がなく、場当りの思いつきで、ごく通俗に、私の好きな幻想を追ったもので、 昔の「パノラマ島奇談」や「大暗室」などに書いたものの二番煎じにすぎなかった。しかし それだけに、 この年［引用者注
 ：一九五五年］
の三つの長篇 うちで 、私の体臭の最も濃厚なもの はちがいないのである」 。確かに斬新さではこれら 作品に満たないが、乱歩の幻想の世界を味わうことができる娯楽小説だと思う。『推理小説作法――あなた きっ 書きたくなる』松本清張との共編（光文社、一九五九年）「アメリカなどでは古くから二、三年に一冊ぐらいの割合 、推理小説作法の本が出ている。日本にそれが今までなかったのは、ふしぎ ようなものだが、ついにこ 本が出たことは慶賀にたえない」 。 「まえ き」 冒頭、乱歩はこう述べている。　
最終章の松本清張 「推理小説の発想」


























げた密室ミステリの古典。新聞連載の大衆小説らしい扇情的な文体だが、ときおり少年探偵が口にする謎めいたフレーズが記憶に残る。 「司祭館の楽しさはいささかも薄れず、あの庭のみずみずしさもまた同じ」 。２『怪奇四十面相』 （ポプラ社、一九六四年）　
小学校の図書館で借りた少年探偵団








げ、その歴史的背景をふまえつつ歌詞を読み解く橋本の「はなし集」 。 「鈴懸の径」の項目を読んだうえで、立教池袋キャンパスにあるこの歌の石碑（彫られた歌詞は灰田勝彦 直筆）をご覧頂きたい。２「黒蜥蜴」 （ 『江戸川乱歩全集』９、光文社文庫、二〇〇三年）　
三島の戯曲版に主演した美輪明宏





た一冊。紹介する作品ごとにつけられた猫の挿絵にも様々な謎が込められているのが面白い。乱歩については作品だけでなく、日本大衆へのミステリの紹介者として 一 も解説されている。２「赤い部屋」 （ 『江戸川乱歩全集』１、光文社文庫、二〇〇四年）　
小説の世界は全て作り話、読み終え








った少女漫画を、戦後民 主義の消長と結びつけて語った評論。 「純粋少女性」 というキーワードに深くうなずく。中心として取り上げられている大島弓子、萩尾望都、岡崎京子の分析も鮮やか。 「巻末付録」 の 「少女漫画名作一覧」
もぜひ。２「パノラマ島奇譚」 （ 「パノラマ島奇談」 『江戸川乱歩全集』２、 光文社文庫、二〇〇四年）　
乱歩のパノラマ趣味、現実と異なる



































































考えるに際しては、格好の入門書にして、もっとも体系化された専門書でもあると思います。文学に関わる、広義の美術については、あまり研究蓄積もない現状において、 やはり類を見ないユニークで便利な書物に違いありません。２「Ｄ坂の殺人事件」 （ 『江戸川乱歩傑作選』新潮社、二〇〇九年）　
乱歩にしてもミステリーにしても、

















は、 今は無き池袋西口の芳林堂書店で、当時新刊の本書と出会った。東京散策の案内書として、また、一九二〇年代都市文学論のスタンダードとして、いまでもかけがえ ない だ 思う。『都市空間 なかの文学』前田愛（ちくま学芸文庫、一九九二年）　
原著一九八二年刊。前田先生の授業





































ねてを描く『八幡炎炎記』 （平凡社、二〇一五年）など、作品素材の幅の広さは、大衆文化 語ってい かと思います。２「孤島の鬼」 （ 『江戸川乱歩全集 ４、光文社文庫、二〇 三年）　
ホモセクシャルの視点から乱歩作品
を読んでみたいと思っています。そのきっかけになっ 作品です。３「江戸サブカル紀行――八百屋お七と岡山――」 （創刊準備号） 「旧小中野遊郭の新むつ旅館（新陸奥楼 」 （第
12号）
